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６
月
２１
日
（
土
）、
今
年

度
第
１
回
「
ゆ
き
軽
ト
ラ
朝

市
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
旬
の
野
菜
や
手

作
り
加
工
品
・
工
芸
品
等
が

販
売
さ
れ
、
開
始
か
ら
多
く

の
お
客
さ
ん
が
並
び
、
「
ち

ょ
っ
と
寄
っ
て
み
た
ら
、
美

味
し
そ
う
な
も
の
が
買
え

て
良
か
っ
た
。
」
と
の
声
も

聞
か
れ
ま
し
た
。 

 

タ
ク
シ
ー
を
使
っ
て
買

い
物
に
訪
れ
た
方
も
お
ら

れ
、
「
朝
市
」
を
楽
し
み
に

さ
れ
、
期
待
も
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

 
次
回
も
、
多
く
の
方
に
訪

れ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の

で
す
。 
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 ６月１日（日）、改修工事が行われた「油木スポーツ広場」が「MSERRNT フィールドサッカー場」として正式にオ

ープンし、広島県議会議員：加納孝彦様をはじめ多くの来賓の方々の出席を得て「落成式」が行われました。 

当日は「落成式」セレモニーの他、午後からは「中国サッカーリーグ公式戦（福山シティ FC‐環太平洋大学 FC）」

が行われ、会場へ詰めかけた地域の方々と両チーム応援団の賑やかな応援で会場は大いに盛り上がりました。 

  

 グラウンドは人工芝のサッカー場仕様となりましたが、地域の活動（振興会のグラウンドゴルフ等）にも使用ができ

ます。新しい施設が地域住民の活動拠点として、しっかり活用できたら良いですね。 文月

 

 

「MSERRNT フィールド（油木スポーツ広場）

 ６月１１日（水）、神石高原中学校３年生が参加して「地域

ふれあい行事」を開催しました。 

 今回は旧油木百彩館跡地に今春オープンした「ＲＥ-ＣＲＥ

ＡＴＥ ＢＡＥＳ」を会場に、同館の河野弘樹さん・村上勇太

さんから「オープンの目的・今後の展望や構想・中学生に期待

すること」、鈴木和浩さん（寺子屋ホロ）から「ＡＩ技術」等

の興味深い話を伺い、後半には「レザーキーホルダー作製」も

体験して、有意義な時間を過ごすことができました。 

  

旧油木中学校跡地

が大きく変わりま

した。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

－生徒の感想（抜粋）－  

○自分の好きな事をやり続ける、自分のやりたい事を言い続けることが夢を実現する

ための第一歩だということがわかりました。 

○神石高原町をもっと元気な町にするためにはどうしたら良いかなど、考えることが

できました。 

○いろいろな話を聞いて、自分はどうしたいのかを考え直すことができました。 

 

地域ふれあい行事
神石高原中学校３年生

 

  

「ゆ
き
軽
ト
ラ
朝
市
」
で
は
、
今
年
も
出
店
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
「
野
菜
・果
実
・加
工
品
・

手
芸
品…

」何
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
地
域
の
盛
り
上
げ
に
、
是
非
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

お
問
い
合
わ
せ
：油
木
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー
（☏
８２
：０
７
０
１
） 

「ゆき軽トラ朝市」日程  

 ６月２１日（土）   ７月１９日（土） 

 ８月１２日（火）   ９月２０日（土） 

１０月１８日（土）  １１月１５日（土） 

※８月のみ火曜日開催となります。 

第１回ゆき軽トラ朝市

○どんな施設で、どういう目的で建てられたか知らなかったが、中高生がチャレンジ 

 できる場所だと知ることができました。 

○何か好きな事を見つけて、やり続けられるような工夫や楽しさも見つけて、将来後 

悔だけはないようにじっくりと決めていきたいです。 

○やりたい事に対しての「情熱」や「知識」。夢を実現されている姿を見て、「かっこ

いい」「自分に正直に生きたい」と思いました。 

 

http://www.kagayakinet.ne.jp/
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６
月
１６
日
（
月
）、
若
林
佐
都

子
先
生
の
指
導
で
「
ア
ー
ト
ク

ラ
ブ
①
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

今
年
度
最
初
の
ア
ー
ト
ク
ラ

ブ
は
「
陶
芸
（
素
焼
き
）
２
回
連

続
講
座
」
で
、
お
菓
子
を
入
れ
る

た
め
の
プ
レ
ー
ト
作
り
に
挑
戦

し
ま
し
た
。 

１
回
目
と
な
る
今
回
は
、
一

人
約
１
㎏
の
粘
土
を
１６
個
に
分

け
て
、
更
に
紐
状
に
し
て
重
ね

な
が
ら
プ
レ
ー
ト
に
成
形
し
て

い
き
ま
し
た
。 

 

今
後
、
乾
燥
さ
せ
て
焼
い
た

後
、
８
月
に
色
付
け
作
業
を
し

て
完
成
す
る
予
定
で
す
。
出
来

上
が
り
が
楽
し
み
で
す
。 

 
 

  

 

６
月
２４
日
（
火
）
、
福
岡
佑

映
先
生
の
指
導
で
「
お
花
畑
教

室
①
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
夏
」
で
、 

ヒ
マ
ワ
リ
・
ケ
イ
ト
ウ
・
ダ
イ

ア
ン
サ
ス
等
の
夏
の
花
を
用

い
て
、
自
然
な
感
じ
を
重
視
し

し
「
庭
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
作

品
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。 

 

２
年
目
を
迎
え
た
「
お
花
畑

教
室
」
で
す
が
、
今
年
度
も
季

節
に
応
じ
た
「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
」
が
体
験
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。 

 

生
活
に
「
潤
い
」
が
で
き
れ

ば
良
い
で
す
ね
。 

  
 

 
 

  
 

  

 

－「ノー」も大切！－（参考：秋田県教育委員会・秋田県教育庁生涯学習課「家庭教育支援ガイドブック」）                 ★地域で子どもを見守り育てましょう（油木協働支援センター） 

「ノー！」も大切！ 家庭のしつけと社会のルール 

 家庭のしつけはもちろん、社会生活にもルールがあることを教えま

しょう。もし、子どもがそれを守れなかったり、トラブルにあったにし

ても、あわてずに。失敗することも成長には必要と考えて、まずは子ど

もと向き合い、話を聞いてあげましょう。そして、ルールの大切さや必

要性を根気よく伝えること、親が手本をみせることも大切です。 

 

 

 

 

２） 指示しすぎない 

 親は先回りをして指示を出してしまいがちですが、失敗することも必要と考えて見守る場

面も大切です。指示されて行動することが多いと、自分で考えて行動する力が育ちにくくな

ります。 

３） 授与しすぎない 

 欲しがる物を何でも与えると、感謝する気持ちや物のありがたさや大切にする気持ち 

が育ちにくくなります。我慢することも心を成長させるためには必要です。 

４） 受容しすぎない 

 日頃の子どもの様子をよく見て、その子自身の思いや成長 

を受容しますが、ほかの人の迷惑を考えない自己中心的な行 

動は許さないという、き然とした態度をとることが重要です。 

  

子育てはさじ加減が大切です！ 

子育てで、過保護はよくありません。次のようなことを大切にしましょう。 

１） 世話しすぎない 

 お手本を見せながら、ていねいに教えてできることを増やしていきましょう。失敗し

ても責めずに繰り返して教え、できたらほめることで自信をもたせることが必要です。 

■
自
然
を
楽
し
む
会
（
６
月
７
日
） 

講
師
：
赤
木
健
二
先
生
・
ふ
る
さ
と
八
十
八

の
な
か
ま
の
会
の
皆
さ
ん 

権
現
山
周
辺
の
田
・
川
の
ほ
と
り
を
散
策 

し
ま
し
た
。
町
木
の
や
ま
ぼ
う
し
・
水
田 

に
い
る
マ
ガ
モ
等
を
見
つ
け
、
初
夏
の
自 

然
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

■
料
理
教
室
②
（
６
月
１４
日
） 

講
師
：
大
西
智
子
先
生 

「
ク
レ
ー
プ
」
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
溶

か
し
た
バ
タ
ー
を
ま
ぜ
て
薄
い
生
地
を
焼

き
、
ト
ッ
ピ
ン
グ
を
し
て
美
味
し
そ
う
な

「
ク
レ
ー
プ
」
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。 

■
粽
・
柏
餅
作
り
教
室
（
６
月
２８
日
） 

講
師
：
小
田
緑
先
生
・
神
石
高
原
町
女
性 

油
木
支
部
の
皆
さ
ん 

 

粽
作
り
で
は
、
米
粉
の
団
子
を
笹
の
葉
・ 

イ
草
で
巻
い
て
仕
上
げ
る
作
業
が
難
し
か 

っ
た
よ
う
で
す
が
、
楽
し
く
体
験
す
る
こ 

と
が
で
き
ま
し
た
。  

う
っ
と
う
し
い
梅
雨
時
期
の
活
動
と
な
り

ま
し
た
が
、
キ
ッ
ズ
は
元
気
一
杯
で
す
。 

  

 

 

 

６月３・１０・１７日の３回にわたり「折鶴ボラン

ティア」の方の協力を得て、８月１８日（月）に広島

平和公園へ献呈するための「折鶴」を「千羽鶴」に整

える作業を行いました。 

今年も地域の皆さんに心を込めて折っていただい

た多くの「折鶴」を、広島へ届けることができます。

ご協力に感謝します。 

 

 

 

  

 

５
月
２２
日
（
木
）、「
神
石
高
原
町
山
里
暮
ら
し
体
験
交
流
協

議
会
」
が
受
け
入
れ
た
大
阪
市
立
田
島
中
学
校
（
民
泊
修
学
旅

行
）
の
生
徒
が
「
に
し
か
わ
化
石
館
」
を
訪
れ
ま
し
た
。（
町
内

２１
戸
の
家
庭
が
受
入
れ
、
油
木
地
区
で
は
８
戸
２８
名
が
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
し
て
、
そ
の
う
ち
の
８
名
が
来
館
し
ま
し
た
。） 

 

今
回
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
関
係
で
「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
体
験
」

等
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
松
岡
純
夫
分
室
長
の
案
内
で
館

内
を
見
学
し
て
展
示
品
を
熱
心
に
見
て
い
ま
し
た
。
説
明
の
中

で
、「
海
抜
５００
ｍ
を
越
え
る
油
木
周
辺
が
そ
の
昔
、
海
だ
っ
た
」

と
い
う
事
実
に
驚
い
た
様
子
で
し
た
。 

 

大
阪
府
内
か
ら
の
修
学
旅
行
生
来
館
は
、
一
昨
年
の
矢
田
南

中
学
校
に
続
き
今
回
で
２
回
目
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 

「
に
し
か
わ
化
石
館
」
に
は
、
全
国
的
に
も
希
少
価
値
の
高
い
化
石
・
鉱
物
類
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
「
地
域
の
宝
と
し
て
の
認
識
」
を
、
神
石
高
原
町
と
し
て
も
再
考
で
き
れ
ば
良
い
で
す
ね
。 

アートクラブ①

 

赤ヘル軍団 激闘の記憶展３

協力：元広島東洋カープ福山応援団名誉会長 

山 田 寿 秀 氏 

場所 油木協働支援センター 

        分室「にしかわ」展示室 

開館 月・水・金(11:00～19:00) 

祝日/休日は閉館 入場無料 

 

跳ねて暴れろ鯉のぼり！

好評開催中！！

－今回は「優勝の年」にズームイン－ 

 

http://www.kagayakinet.ne.jp/

